
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

水俣第一小学校だより                   令和４年７月１５日 第４号 

授業参観を終えて 

７月９日（土）に今年度初めての授業参観、学
級懇談会を行うことができました。本来であれ
ば、４月に保護者の皆様に新しいクラスの様子な
どを見ていただき、１年間の学校や育友会の活
動等についてお知らせすべきところでしたが、よ
うやく開催できて本当に良かったと思います。 
当日は、多くの保護者の方々に参観いただき、

ありがとうございました。子供たちやクラスの様
子はいかがだったでしょうか。子供たちは緊張し
た中にも授業に集中し、一生懸命発表したり、
様々な活動を行ったりしていました。4月に比べ、
大きく成長した子供たちの姿をお見せできたの
ではないかと思っています。 
この日は、第２回の学校運営協議会も併せて

開催しました。協議会の委員の皆様からも、 
○静かにきちんと授業を受けている子供たち
に感動した。先生方もタブレット、黒板、テレ
ビ等、その授業次第で工夫されていてよか
った。 
○子供たちがタブレットを使いこなしている様
子に、きちんと指導されていることが分かっ
た。 

○なかよし学級の子供たちが落ち着いて授業
に参加していて、とてもよかった。 

○子供の発言をどの先生も丁寧に受け取り、
授業に生かしておられた。 

○虔賢健にふさわしい学校、校内の様子に感
動した。 

○靴箱の靴のかかとがそろっていた。 
等、多くのお褒めの言葉をいただきました。子供
たち、先生方に対しこのような言葉をいただき、
私もとてもうれしく思いました。同時に、子供たち
の力をもっともっと引き出し、高めていかなけれ
ばならないとも思いました。今後も、子供たちが
さらに伸びるよう、日々の授業はもちろん、充実し
た教育活動を展開していきます。 

「虔(つつしみ) 賢（かしこく） 健（すこやかに）」 
学 

７月２１日（木）から８月２８日（日）まで子供たち
も楽しみにしている夏休みです。日頃できないこと
に挑戦したり、自分で目標を決めて継続して取り組
んだりと、有意義に過ごしてほしいと願っています。 
学校では「夏休みのくらし」を配付し、子供たちに
健康で安全に生活するよう十分指導しますので、ご
家庭でもお子さんと話し合い、夏休み中の約束を
決めていただきたいと思います。 
終業式の私の話の最後に次の２点を話そうと思
っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
私は、３年間、ブラジルのリオデジャネイロ日本人
学校に勤務し、現地に住んでいる日本の子供たち
と学校生活を過ごしました。 
明るく陽気なブラジルの人たちでしたが、治安は
決して良くありませんでした。毎日のようにあちらこ
ちらで銃声が聞こえていましたし、誘拐の心配もあ
ったので、子供たちだけで遊んだり外出したりする
ことは絶対にできませんでした。このような状況で
すから、子供たちには「自分の命は自分で守る」こ
とを徹底して話していました。同時に、私自身も３年
間の生活の中で、この言葉の大切さを実感しまし
た。 
ブラジルとは比較できませんが、日本も交通事故
や水の事故、ＳＮＳでの犯罪被害など、毎年痛まし
い事件・事故が発生しています。一小の子供たちが
このような事件・事故に巻き込まれないよう、「自分
の命は自分で守る」ことを常に意識してほしいと思
い、終業式には上記の２点を話したいと思います。
今、自分がとろうとしている行動は本当に大丈夫
か、自分の命は守れるかをしっかり考えて行動でき
るように伝え続けていきます。 
子供たちにとって、３９日間の夏休みが充実した
ものになり、更に成長できるよう保護者の皆様とと
もに支えていきたいと思います。 
夏休み中でも心配なことがありましたら、いつで
もご相談ください。 

有意義な夏休みを過ごすために 

学校運営協議会の様子 

学校教育目標 『ふるさと･人･命』を大切にし、夢や目標に向かい粘り強く努力する児童の育成 

水俣第一小学校長 田村 紀広 


